
 皆様、本日はお忙しい中、ご参加いただき、誠にありがとうございます。古宮でございます。

 私からは、「ESGの取り組み」というテーマでお話しさせていただきます。



 私からは４点お伝えします。1つ目は、価値創造ストーリーについて、２点目以降は、当社グループのマテリア
リティに沿ってESGの取り組みをご説明させていただきます。



 まず、当社の経営理念の体系をご説明します。

 JR九州グループのすべての事業において、変わることなく大切にすべきものは安全とサービスです。JR九州グ
ループは、自らの力で創造する安全とサービスを基盤として、さまざまな事業に取り組んできました。

 その中で、社員一人ひとりが常に立ち返るべき拠り所が3つのおこないです。

 私たちは、「誠実」、「成長と進化」、「地域を元気に」の３つの「おこない」のもと、「安全とサービスを基盤とし
て九州、日本、そしてアジアの元気をつくる企業グループ」という「あるべき姿」の実現に向けて倦まず、弛まず、
立ち止まらず、どん欲に挑戦し続けます。



 次に、JR九州グループの沿革についてです。

 JR九州は、1987年に、「日本国有鉄道」の分割民営化によって発足しました。会社発足後、赤字を抱え
る鉄道事業の収支改善を図るとともに、駅ビル事業や不動産事業、流通事業といった様々な事業への挑
戦など、立ち止まることなくグループ総合力を培いながら成長と進化を続けてきました。

 今では、営業収益に占める、鉄道旅客運輸収入以外の割合が6割を超えています。



 次に、価値創造プロセスについてご紹介します。

 九州では、全国を上回るペースで人口が減少する中、JR九州グループの強みを活かし、鉄道沿線の人口を
増やす（維持する）取り組みを通して九州の持続的な発展に寄与します。

 近年では、自然災害が頻発化・激甚化しており、鉄道を強靭化（レジリエント）するなど、安全・安心なモ
ビリティサービスの構築に向けた取り組みを実施する必要があります。

 当社グループは、鉄道を中心としたまちづくりを行い、「住みたい・働きたい・訪れたい九州をつくる」価値を創
造し、2030 年長期ビジョン、あるべき姿の達成に向けて事業を運営してまいります



 次にマテリアリティについてです。

 当社では、マテリアリティを「JR九州グループが常に考えるべきこと」と定義し、「JR九州グループ中期経営計
画2019-2021」で設定したESGの「重点テーマ」を、「社会にとっての重要性」と「JR九州グループにとっての
重要性」の観点で議論しました。

 さらに、マテリアリティとして特定した項目を、「価値創造の源泉」、「健全な企業運営」、「持続可能な社会の
実現」の3つのカテゴリーに整理し、ESG経営を推進しています。



 ここからは、当社のESGの取り組みを詳しく紹介してまいります。まずは、「価値創造の源泉」についてです。

 安全とサービスはJR九州グループのすべての事業において、変わることなく大切にすべきものです。

 会社発足以来、鉄道輸送の最大の使命である安全の確保に努め、その他の事業においても安全を最優
先させるともに、お客さまの声に耳を傾けながらサービスの向上に取り組み、お客さま満足を追求し続けてきま
した。

 また、様々な事業を運営する今でも、安全とサービス、また、そのDNAを受け継ぐ人材をつくることは、すべて
の事業の根幹であると考えます。



 まずは、安全に関する取り組みについてご紹介します。

 当社では、「安全はあるものではなく、つくりあげていくもの」との理念のもと、ハード面、ソフト面の両面から取り
組みを行っています。

 ハード面では、安全投資として、安全設備への投資を毎年計画的に実施しています。

 また、自然災害が頻発・激甚化する中で、集中豪雨や台風に対する防災対策工事の必要性が増しており、
対策を講じています。2020年3月期には、合計で29箇所の斜面対策工事を実施しました。



 ソフト面では、「安全に関する社員の声」の取り組みがあります。

 「安全に関する社員の声」は、従業員の「意見・気づき」や「ヒヤリハット体験」などを共有し、事故や危険の
芽を未然に防止するためのシステムです。

 「安全に関する社員の声」は、その内容と対策が２週間以内に経営会議に報告されるとともに、社内ネット
ワークシステムを通じて全従業員に共有されます。



 一般的には、自分が体験したヒヤリハット体験を共有することには抵抗があるものですが、当社ではヒヤリハッ
トを積極的に水平展開し同様の事故が起きないように努めています。また、必要により、社内のルールの見
直しや設備の変更を実施しています。

 当社では、「安全に関する社員の声」をより一層促進するため、各種表彰を実施しており、声を上げやすい
職場環境の整備に努めています。

 その結果、「意見・気づき」と「ヒヤリハット体験」などの「安全に関する社員の声」は、2020年3月期には
10,314件にのぼりました。



 続いて、サービスに関する取り組みをご紹介します。

 当社では、インターネットや電話などの様々なツールを通じて日々「お客さまの声」の収集に努めています。

 「お褒めの言葉」や「ご意見・ご要望」などの「お客さまの声」を、2020年3月期に約9,200件いただきました。

 「ご意見・ご要望」は内容と対策が経営会議に報告され、2週間以内にお客さまへ回答します。また、内容を社
内で共有し、社員の指導や、必要により設備改善を実施し、ハード・ソフト両面におけるサービス向上に努めてい
ます。



 当社では、PDCAサイクルに沿ってサービスの改善に取り組んでいます。

 PDCAの「C（評価）」の取り組みとして、外部調査を活用した「サービスランキング」があります。

 「サービスランキング」は、「駅・旅行部門」、「乗務員部門」を対象とした外部調査員による調査です。調査
結果を職場でのサービス改善につなげ、より高いサービスレベルを目指しています。



 続いて、人づくりに関する取り組みをご紹介します。

 当社グループは、社員のやりがい、誇りや働きがいを向上させる取り組みを推進しています。コミュニケーション
が活発で、自由な意見が言える、チャレンジ出来るという風土があります。様々な事業フィールドにおいて、挑
戦の機会があります。このような機会こそが、人材育成そのものであると考えます。

 グループ内外を問わず、キャリアステップの一つとして、出向等による成長の機会を与えています。例えば、近
年JR九州グループ会社となった萬坊では、若手社員が出向し、活躍しています。

 また、事業提案制度である、「未来創造プログラムHIRAMEKI」では、人事異動もセットにすることで、新規
事業のアイディアを自らが実現する機会としています。

 さらに、社員が活き活きと働くため、ワークライフバランスの推進にも力を入れています。



 仕事・職場等に対する従業員の意識と、それらの意識に影響を与えている要因を系統や年代ごとに分析
し、今後の組織活性化施策に活用し、従業員の満足度を高めていくことを目的として、従業員意識調査を
実施しました。

 例えば「仕事での充実感」は上場企業平均を上回りましたが、これは、チャレンジ出来る企業風土を反映し
た結果だと考えています。

 一方で、調査をとおして確認出来た課題については、業務の改善、マネジメント層のスキル向上等があり、今
後、各種研修や、意見交換会の実施、各種施策等に反映し、改善を図ります。



 続いて、健全な企業運営に関する取り組みをご紹介します。

 当社では、経営の透明性、公平性の確立のため、ガバナンスの強化を図っています。

 例えば、取締役会の監督機能の強化及び経営の意思決定の迅速化、効率的な会社運営の実現並びに
経営の意思決定・監督機能と業務執行の分離を目的として、2018年６月より監査等委員会設置会社
に移行するとともに、執行役員制度を導入しました。

 現在の取締役会の構成は、取締役会の過半数を様々な経歴や専門性をもつ独立社外取締役とし、さら
に、女性取締役を2名に増員することにより、様々な視点からの経営の監督の実効性を確保しています。



 次に、リスクマネジメントの強化についてです。

 当社グループにおいて、通販サイトが不正アクセスを受けお客さまの個人情報及びクレジットカード情報が流
出する事案が発生しました。これを受けて、更なる当社グループ全体のセキュリティ対策強化を図るとともに、
情報セキュリティインシデントの発生に備えた取り組みを組織的に行うCSIRTを構築しました。

 さらに、社内システムへの不正アクセスを想定したインシデント対応訓練や標的型メール訓練等を行うととも
に、外部機関による脆弱性診断を実施し、脆弱性改修を進めています。



 次に、ステークホルダーとのコミュニケーション充実についてです。

 健全な企業運営を行うためには、ステークホルダーとのコミュニケーションを充実させることが重要であると考え
ています。

 「お客さま懇談会」では、様々な立場のお客さまにご参加いただいており、当社グループのサービスや商品につ
いて多面的なご意見をいただくとともに、当社グループへのご理解を深めていただく機会にもなっています。

 「経営陣と社員との意見交換会」では、経営陣が九州各地の職場を訪問し、会社の現状や方針を伝え、
社員からは日頃の業務において感じていることや質問、提案などを直接経営陣と話します。また、お客さまの
ご利用が多い時期には、鉄道の安全確保のために、幹部社員による職場巡回、意見交換などを行っていま
す。このような取り組みが風通しの良い組織風土につながっているのではないかと考えています。

 その他にも、取引先の皆さまや株主・投資家の皆さまとなど、ステークホルダーの皆さまとの適切な対話に努め
ており、更なる充実を図っていきたいと思います。



 続いて、持続可能な社会の実現に関する取り組みをご紹介します。

 近年、自然災害の発生により、多額の損失を計上しています。気候変動が原因とも言われる自然災害の
激甚化・頻発化のリスクが既に顕在化しているものです。

 そのような中、当社においても、気候変動が及ぼすリスクや機会について議論を行い、TCFDに沿った情報開
示を進めます。

 また、鉄道事業を運営する当社では、列車を運行するために、温室効果ガスであるCO2を排出します。今後、
TCFDに沿った情報開示を進めるとともに、CO2排出量削減目標の設定についても議論し、環境問題への
対応を更に深度化してまいります。



 次に、「地域を元気に」の象徴ともいえる「D&S列車」についてご紹介します。

 九州には、美味しい食、温泉、豊かな自然、歴史、そしてホスピタリティマインドがあふれています。「D&S列
車」は、そうした九州の魅力を詰め込んで、九州を元気にするために走ります。

 これまでも、九州一円で「ななつ星」を中心とした、沢山の「D&S列車」を運行していますが、今年度には、新
たに「36ぷらす3」の運行を開始しました。



 今回新たに誕生した「36ぷらす3」は、こうした九州の魅力を詰め込んで、九州を元気にするために走ります。

 「36ぷらす3」では、5つのルートに、九州を楽しむ35のエピソードを詰め込んでいます。また、お食事やお土産
での地域の特産品の提供を通して、地域の魅力を発信します。

 さらに、地域の皆さまによるお出迎えや、停車駅における販売会などを通して地域のPRやおもてなしの風景
が見られます。

 このように、「D&S列車」の運行を通して、地域とともに、九州全体を元気にする取り組みを推進します。



 次に、コロナ禍における当社グループの取り組みです。

 これまで、様々なステークホルダーとバランスを取り経営を行ってきましたが、コロナ禍において、従業員が大事
だという思いを再認識しています。従業員無しには、将来にわたる事業継続はあり得ないからです。感染防
止の観点、雇用を守るという点において、従業員を守ることを一層重視した経営を行います。

 また、私たちは、鉄道事業者として、交通手段の提供という社会的使命があります。適切な感染拡大防止
策を講じながら、その使命を全うします。一方で、4月の「緊急事態宣言」の拡大をうけ、ゴールデンウイーク
期間中、すべての在来線特急列車を運休することを決定しました。非常時であるからこそ、安全を第一に、
迅速かつ柔軟な対応が必要だと考えています。

 さらに、お取引先に目を向けると、非常事態宣言が発令される中、駅ビルをご利用されるお客さまが激減しま
した。そのような中で、出店テナントさまの賃料減額などを行うことを決定しました。大変な時期であるからこそ、
これまで築いてきた皆さまとの信頼関係を強化すべきと考えています。

 当社グループを取り巻く環境は引き続き厳しいですが、そのような中でも、「36ぷらす3」を運行開始しました。
また、駅ビル事業では、「アミュプラザ宮崎」を11月にオープンし、来年には「アミュプラザ熊本」をオープン予定
です。このように、厳しい環境の中でも、新たな事業を推進していくことが、地域経済を止めないこと、地域を
元気にすることへつながると考えています。

 このように、短期的な目線にとらわれることなく、持続的な価値創造のため、ステークホルダーの皆さまとこの厳
しい状況を共に乗り越えることが出来るよう、様々な施策に取り組んでまいります。

 以上で説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。






